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平
成
27
年
４
月
に
介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
、
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
（
以
下
、「
総
合
事
業
」）
が
平
成
28
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に

「
総
合
事
業
」
が
始
ま
り
ま
す

長
門
市
の
高
齢
化
の
現
状

　

65
歳
以
上
の
人
の
人
口
に
占
め

る
割
合
で
あ
る
高
齢
化
率
は
長
門

市
で
は
39.0
％
（
平
成
28
年
１
月
１

日
現
在
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

団
塊
の
世
代
の
人
が
75
歳
と
な

る
平
成
37
（
２
０
２
５
）
年
に
は

さ
ら
に
高
齢
化
が
進
み
、
43.3
％
に

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
制
度
で
す

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
高
齢

者
自
身
を
含
め
た
幅
広
い
世
代
の
市

民
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
活
動
に

よ
り
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
地
域
全

体
で
支
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
自
身
が
「
で
き

る
活
動
」
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
も

担
い
手
と
し
て
社
会
参
加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
地
域
の
中
で
役
割
を
持
っ
て

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

介
護
が
必
要
と
な
ら
な
い
よ
う
予
防

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、
65
歳
以

上
の
人
を
対
象
と
し
て
、
介
護
保
険

制
度
に
「
総
合
事
業
」
が
新
し
く
作

ら
れ
ま
し
た
。

総
合
事
業
の
特
徴

①
予
防
給
付
の
訪
問
介
護
と
通
所
介

　
護
の
サ
ー
ビ
ス
が
総
合
事
業
に
移

　
行
し
ま
す

　

要
支
援
１
・
２
の
人
が
利
用
し
て

い
る
予
防
給
付
の
う
ち
、
訪
問
看
護

や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
、
福
祉
用
具
の
貸

与
な
ど
は
現
行
の
ま
ま
利
用
で
き
ま

す
が
、
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
の
２

つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
総
合
事
業
の
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
と
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
へ

移
行
し
ま
す
。（
下
図
参
照
）

②
利
用
手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
す

　

総
合
事
業
の
利
用
は
「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
生
活
状
況
な
ど

に
つ
い
て
の
簡
易
な
質
問
票
）」
に

よ
り
判
断
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
よ

り
も
早
く
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
始
め
ら

れ
ま
す
。

③
地
域
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
出

　
を
推
進
し
ま
す

　

介
護
事
業
所
だ
け
で
な
く
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
社
会
福
祉
法
人
、

市
内
の
企
業
な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
主
体
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
、
効
果
的
な
支
援
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

総
合
事
業
利
用
で
介
護
予
防

　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
、

総
合
事
業
対
象
者
と
な
っ
た
場
合
、

介
護
支
援
専
門
員
（
以
下
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
そ
の
計
画
に

沿
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
住
み
慣
れ
た

地
域
で
の
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て

い
き
た
い
か
目
標
を
持
ち
、
自
分
で

で
き
る
こ
と
は
な
る
べ
く
自
分
で
す

る
こ
と
で
、
介
護
予
防
へ
と
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。

総
合
事
業
に
よ
る
介
護
予
防
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

　

部
屋
の
掃
除
や
調
理
、
生
活
必
需

品
の
買
い
物
な
ど
、
利
用
者
本
人
の

自
立
を
促
進
し
な
が
ら
、
必
要
な
援

助
を
訪
問
に
て
行
い
ま
す
。

●
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

　

体
操
や
趣
味
活
動
を
通
し
て
、
運

動
能
力
や
生
活
能
力
を
高
め
、
健
康

の
保
持
増
進
・
介
護
予
防
を
通
所
に

よ
っ
て
促
進
す
る
事
業
で
す
。

　

短
期
集
中
予
防
教
室
と
し
て
、
水

中
運
動
や
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

よ
り
、
筋
力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

介護給付 要介護 1～5 介護給付 要介護 1～5

予防給付 
要支援 1・2

訪問看護や
通所リハビリ
福祉用具貸与
など

予防給付 要支援 1・2

総合事業  
要支援 1・2
総合事業対象者

訪問介護
通所介護

訪問型サービス
通所型サービス

平成 28年 3月 31日まで 平成 28年 4月 1日から

総
合
事
業
の利用

料
金
の
し
く
み

　

予
防
給
付
で
は
１
ヵ
月
当
た
り
の

単
位
で
計
算
し
て
い
ま
し
た
が
、
総

合
事
業
移
行
後
は
、
１
回
当
た
り
の

単
位
で
算
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
負
担
割
合
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
「
介
護
保
険
負

担
割
合
証
」
に
基
づ
き
、
１
割
ま
た

は
２
割
の
自
己
負
担
額
と
な
り
ま

す
。

４
月
１
日
よ
り

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

新
規
に
総
合
事
業
を
利
用
す
る
場

合
は
、
４
月
１
日
よ
り
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
窓
口
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
要
支
援
認
定
を
持
ち
、
予
防

給
付
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
要
介

護
（
要
支
援
）
認
定
の
更
新
な
ど
に

併
せ
「
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
」
お
よ
び

「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
」
に
移
行
し
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
の
視
点
か
ら
、
保
健
師
、

主
任
介
護
支
援
専
門
員
、
社
会
福
祉

士
な
ど
専
門
職
が
連
携
を
取
り
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

介護予防ケアプラン

総合事業の利用までの流れ

・40～64歳（第 2号被保険者）の人
・明らかに要介護認定が必要な人

　（寝たきりの人など）
・訪問看護、通所リハビリ、福祉用具
　貸与などのサービス利用を希望

基本チェックリスト 介護保険申請

介護予防・生活支援
サービス事業

 ・訪問型サービス
　ホームヘルパー派遣など
 ・通所型サービス
　デイサービスなど

市役所福祉課・支所・出張所
地域包括支援センターに相談

訪問型サービス・通所型
サービスのみを希望

非該当

ケアプラン

該当

介護保険で
利用できるサービス

・在宅サービス
  訪問看護、通所リハビリ、
  福祉用具貸与など
・施設サービス

総合事業で利用できるサービス

一般介護予防事業（すべての高齢者が利用できます）
健康出前講座、水中ウォーキング講座、元気回復講座　など

長門市役所

JR 長門市駅

長門総合病院

長門警察署

至下関

至萩至美祢

長門市応急診療所
長門市地域医療連携支援センター
（長門市地域包括支援センター）

ＪＡ長門大津

長門市保健センター

至仙崎
国道 191 号線

国
道
316
号
線

総合事業では、介護保険の申請をしなくても、基本チェックリストによって
サービスの利用が判断されるので、これまでよりも早く訪問型サービスや通
所型サービスを利用できます。総合事業の対象となった後も、いつでも介護
保険の申請ができます。

パート1

※
次
号
は
よ
り
具
体
的
な
総
合
事
業

　

の
情
報
を
掲
載
し
ま
す

「
ケ
ア
マ
ネ
」
っ
て

な
ん
で
す
か
？

　

正
式
に
は
「
介
護
支
援
専
門

員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）」
と

言
い
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
つ

な
ぐ
役
割
を
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
高
齢
者
の
在
宅

生
活
を
支
援
す
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
主
な
仕
事
を
紹
介
し

ま
す
。

①
高
齢
者
や
、
そ
の
家
族
の
相

　

談
に
応
じ
る

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
た
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
相

談
を
受
け
、
不
安
や
困
り
ご
と

に
つ
い
て
の
解
決
策
を
一
緒
に

考
え
ま
す
。

②
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
と
は
、
ど
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
い
つ
、
ど
れ
だ

け
利
用
す
る
か
に
つ
い
て
の
計

画
の
こ
と
で
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
へ
の
相
談
と
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
に
は
利
用
者

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

広
い
介
護
知
識
を
持
っ
た
ケ

ア
マ
ネ
が
高
齢
者
と
そ
の
家
族

に
寄
り
添
っ
て
、
希
望
に
沿
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
絡

調
整
を
行
い
ま
す
。

■
地
域
の
相
談
窓
口

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

　

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー　

 

℡
43
‐
２
４
４
４

　

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー　

 

℡
37
‐
２
１
９
３

　

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
33
‐
３
０
２
１

■
総
合
事
業
の
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
23
‐
１
２
４
４


